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ITUとは「国際電気通信連合」

のことで、「 I n t e r n a t i o n a l

Telecommunication Union」の略です。

1932年、それまでの万国電信連合を再組

織し、新たに発足した国際電気通信に関

する国際団体です。その後1947年に国際

連合の傘下に入り、現在に至ります。ITU

は、基本的に電話の世界の標準を決めて

きた組織です。これまでにモデムのVシリ

ーズとか、ISDNのIシリーズといった規

格を決めてきました。また、同様にFAX

の規格もITUの中で決められています。

通常は4年ごとに、ITUの最高意思決定

機関である全権委員会議が開催されてい

ます。そこでの主な議題は、下部組織

（管理理事会）で討議されています。

（編集部）
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今月の
ヘッドライン

このコーナーでは、皆さん 
から寄せられたインターネットに関する質問や

疑問にお答えします。分からないことや疑問はどんなこと 
でもけっこうですので、編集部までお寄せください。 

メールアドレスは ip-faq@impress.co.jp です。 
なお、質問へのメールでの回答はできませんので 

ご了承ください。 
1

2

3

7月号の「インターネットFAX」

についての解答にもありましたが、

「ITU」というのはどのような団体で

すか？ モデムなどの通信系の話を読

むと、この名前に出くわすことが多い

のですが、いまいちよく分かりませ

ん。この組織について教えてくださ

い。 （小西作次さん）

Q
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ITU（国際電気通信連合）って？

今 月 の 回 答 者
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ITU（国際電気通信連合）って？

「赤目グレ電」の使い方

インターネットショッピングの落とし穴
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ITU（国際電気通信連合）の組織図
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インターネットに接続するときは、赤

目グレ電と自分のコンピュータの赤外線

ポートを近づけて利用します。また、事前

に「ダイヤルアップネットワーク」にある

接続先の「プロパティ」で「接続の方法」

としてIrDA公衆電話機を選択しておきま

しょう。赤目グレ電にあるデータ通信ボタ

ンを押してからテレホンカードを挿入し

ます。すると、赤目グレ電の液晶画面に「端

末からダイヤルしてください」と表示され

るので、ここから「ダイヤルアップネットワ

ーク」を使って接続します。 （編集部）
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「赤目グレ電」とは、赤外線通信

インターフェイス付きのISDN公衆

電話機のことです。IrDAに準拠した赤外

線ポートを搭載するノートパソコンなど

があれば、TAやケーブルがなくてもインタ

ーネットに接続することができます。

ISDNをアクセスラインに使うことから、通

信速度も64Kbps、128Kbps（通信料金は

2倍になります）の双方に対応しています。

「赤目グレ電」を使ってインターネット

にアクセスするのは、自分のコンピュー

タの赤外線ポートの確認と、モデムの設

定を行う必要があります。

出張でよく利用するホテルに、

いわゆる「赤目グレ電」があるので

すが、使い方がよく分かりません。な

んでも、私のノートパソコン（ウィン

ドウズ98）の赤外線ポートを使えば

64Kbpsや128Kbpsでの通信も可能

だとか……。設定方法を教えてくださ

い。 （笹原隆さん）

Q

A

「赤目グレ電」の使い方

1まずコンピュータに赤外線ポートがあることを確
認する。スタートメニューの「コントロールパネル」
から「システム」を開き、「デバイスマネージャ」に
「ネットワークアダプタ」として赤外線ドライバー
があることを確認する。

2同様に「デバイスマネージャ」の「ポート
（COM/LPT）という項目に「仮想赤外線COMポー
ト」と「仮想赤外線LPTポート」が表示されている
ことを確認する。これらがないときは、「コントロ
ールパネル」→「赤外線モニタ」→「オプション」
の「赤外線通信を利用可能にする」をチェックし
ておく。

赤外線ポートの確認を行う

1http://www.hil.ntt.co.jp/irta/download.html
上記ウェブサイトからモデム設定ファイルをダウン
ロードする。

2「コントロールパネル」の「モデム」の画面で
「追加」をクリック。続く画面では「その他」を選
択して「次へ」をクリック。

3「モデムを一覧から選択するので検出しない」を
チェックして「次へ」をクリック。

6「モデムを接続するポート」として「仮想赤外線
COMポート」を選択して「次へ」をクリック。

7設定が完了し、モデムとして追加される。最後
に、「プロパティ」を選び「接続」タブにある「詳
細設定」の項で「フロー制御を使う」のチェックボ
ックスを外しておこう。

4「ディスク使用」をクリックして、ダウンロード
したモデム設定ファイル（mdmnttir.inf）の保存場
所を指定する。

5同期接続の場合は「IRインターフェース付講習
電話機PPP-SYNC 64Kbps」を選んで「次へ」を
クリック。

モデムの設定を行う

「赤目グレ電」の設置場所などの情報はこちら
http://www.payphone.tokyo.ntt.co.jp/
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サーバーについては、技術的に解決する

手段が開発されつつあります）。

ともかく、怪しげなショッピングサイ

トは信用しないほうがよいのではないで

しょうか？自己防衛を怠っていると判断

された場合、クレジットカードの保険も

きかないこともあるようですから!! 自己防

衛としては、以下に挙げるようなことが

考えられるでしょう。

①クレジットカードの利用明細をちゃん

と確認して、変な請求があったらすぐに

確認する。

②信頼のおけるショッピングサイトを利

用する（大手や信頼のおける情報に基づ

くサイト）。

③そして、これらのサイトのサーバーの

IPアドレスやそこまでの経路などを時々

調べておくこと。

恐怖感を持ちすぎる必然性はありませ

んが、それなりの対策は立てておいたほ

うがいいでしょう。

（砂原秀樹）

ばいいはずです。

ところが、②や③の問題はこれだけで

は解決しません。たとえば、サーバーま

では暗号化されて通信が行われても、そ

のサーバーのセキュリティー管理が甘く、

第三者に侵入されてしまえば、そのサー

バー内の情報が盗まれてしまう場合があ

るわけです。

また、サーバー自身は大丈夫でも、そ

れを管理する人のモラルが低ければ、そ

れらの情報をどこかに横流しするなど、

トラブルが生じる可能性もあります。ま

ぁ、この問題はインターネットに限った

話ではなく、一般のお店でもそうですが

……（たとえば、怪しいお店でクレジッ

トカードを使ったら、その後まったく知

らないところで商品を購入したといった

請求がやってくる事故が、しばしばある

ようです）。

とくに、一般のインターネットショッ

ピングサーバーのフリをして、個人情報

を集める詐欺サーバーや、他のサーバー

のフリをするサーバーなどもあり、注意

が必要です（他のサーバーのフリをする

僕はあまり「買い物」はしない

のですが、インターネットでホテル

やレンタカーの予約、あるいは、国際会

議への参加申し込みなどをする場合、や

っぱり同様の不安を感じますね。

基本的には、クレジットカード番号を

含むプライベート情報がインターネット

ショッピングを利用した際に漏れてしま

うことが問題なのです。たとえば、使い

もしない請求をされたり、プライバシー

が侵害されたりする可能性があります。

インターネットショッピングでの危険

性は、基本的に以下の3種類のものがあ

ると思います。

①通信中のデータののぞき見

②サーバー側の安全性

③サーバー側の詐称、あるいは詐欺

最初の問題は、いわゆるデータの暗号

化で大部分を避けることができます。つ

まり、電子メールでクレジットカード番

号などを送らなければならない場合には、

PGPやS/MIMEなどの暗号化メールを使

うべきでしょう。

また、ウェブの場合にはクレジットカ

ード番号を含むプライベートな情報をや

り取りする際に暗号化された通信で行わ

れていることを確認するようにしてくだ

さい。これは、たとえば、ネットスケー

プナビゲーターやインターネットエクス

プローラといったWWWブラウザーでは、

画面の下（ステータスバー）に鍵がかか

った絵が表示されていることを確認すれ
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私は通信販売で買い物をするの

が好きなインターネット入門者です。

でも、友人から性質の悪い業者がある

と聞いてからというもの、楽しいはず

のショッピングが少し怖くなっていま

す。インターネットでショッピングに

はどんな危険が潜んでいるのでしょう

か？また、どんなことに気を付けたら

いいのでしょうか？ （神崎さん）

Q

WWWブラウザーの「鍵」に注意！

暗号通信が行われているときは、ブラウザーの画面
下に「鍵」マークが表示されているので、通信の安
全性を気にかける際の目安の1つになるだろう。

突然サーバーの位置が変わったら注意！

「WsPing」のようなソフトでtracerouteを使えば、
サーバーの位置が確認できる。突然サーバーの位置
が変わったりした場合には注意が必要かもしれない。
※画面は「WsPing」

インターネット ネットスケープ
エクスプローラ ナビゲーター
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